
 

 

 

 

 

 

４/１７第２回港荷団交（通算５回目） 

「行動の自由の留保」は維持、円満合意に向けて待つ！！ 

         
１．  第２回港荷労使団交（通算５回目）を４月１７日１４時００分より、ロイヤルホール横浜

にて開催した。 

 

２．  冒頭業側より、前回３月２６日の第１回港荷団交で現在も元請けと料金交渉を行っている

会員店社もあり、まだ統一した回答を本日引き出すことが出来ず、改めて全ての項目を留保

させていただきたくお願い申し上げると説明があった。 

 

３．  組合側として中央港湾団交では仮協定を確認が、検証期間を設けている中で港荷労使の交

渉が注目の的となっている。料金の値上げの根拠は賃上げで答えて欲しいと強く訴えた。検

証期間中に我々の港荷団交が注目されている。まずは円満合意にもっていき、港湾春闘の中

核となるうえで、本日労務委員長から発言された内容について真摯に重く受け止め、「行動

の自由の留保」は維持するが労使円満合意が出来るよう次回開催までに回答を待つと発言が

あった。 

 

４．  業側より、真摯に受け止めて真剣に回答をしたい為、今一度時間をかしていただきたいと

発言され、第２回港荷労使団交を終えた。 

 

５．  次回の第３回港荷団交（通算６回目）は４月２３日（木）ロイヤルホール横浜に於いて開

催することを確認し、第２回団交を１４時１５分に終了した。 
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